








緒言 

血液凝固因子の産性過程におけるビタミン K(以下 V.K)の作用機序はすでに詳細に解明さ

れているがビタミンKの生体内動態については不明な点が多い。その理由は,自然界で産生

される V.K1と V.K2同族体の個別測定法が確立されていなかったことによる。我々は乳児

V.K欠乏性出血症の病態の解明にはV.K1およびV.K2同族体の個別測定が必須と考え,測定

法を検討してきたが,今回V.K2のうちmenaquinone-4(以下MK ｰ 4)からmenaquinone-10(以

下 MK-10)までの同族体と,V.K1 の高感度個別測定法を確立しえた。そこで成人と新生児の

ビタミン K動態について若干の比較検討を行なったので報告する。 


